
ボーリング柱状図

調 査 名 乙 金 浄 水 場 造 成 用 地 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 H 2 7 - 2 調査位置 福 岡 県 大 野 城 市 乙 金 台 3 丁 目 地 内 ( 乙 金 浄 水 場 ) 北 緯 3 3 ﾟ  3 2 '  3 0 . 4 6 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 9 '  4 1 . 2 9 "発 注 機 関 福 岡 市 水 道 局 浄 水 部 浄 水 施 設 課 調査期間 平成 28年 1月 7日 ～ 28年 1月 14日

調 査 業 者 名
日 本 地 研 株 式 会 社
電話 ( 0 9 2 - 4 7 5 - 5 4 8 7 )

主任技師 田 中 　 聡
現 場
代 理 人

問 註 所 　 義 幸
コ ア
鑑 定 者

問 註 所 　 義 幸
ボｰリング
責 任 者

高 橋 　 敏 行
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現場透水試験
K=8.13E-7m/s

孔内水平載荷試験
E=9635kN/m2
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テキストボックス
・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




